
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※�

会
員
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
通
常
総

会
、
一
般
の
方
は
午
後
2
時
か
ら
の

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
元
年
6
月
9
日（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
10
分
～
4
時
40
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象
の
発
生

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

　
　
　

講
師　

小
久
保　

秀
之�
氏

内
容
紹
介

現
代
の
P
K
研
究
で
は
、
乱
数
発

生
器（
R
N
G
）
と
い
う
電
子
的
な
サ

イ
コ
ロ
が
検
出
装
置
と
し
て
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。
R
N
G
を
使
っ
た
実
験
は
、

R
N
G
を
標
的
と
し
た
P
K
実
験
と
、

儀
式
や
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
R
N
G
を

持
ち
こ
み
参
加
者
の
無
意
識
的
な
P
K

を
測
定
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
R
N
G
実
験

と
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
R
N
G
の

出
力
異
常
が
統
計
的
に
無
視
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
R
N
G
が
何
ら
か
の
方
法

で
P
K
を
検
出
し
て
い
る
の
は
確
か
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
と
し

て
、R
N
G
回
路
に
直
接
P
K
が
働
く
、

最
終
的
に
出
力
さ
れ
た
乱
数
に
P
K

が
作
用
す
る
、
偏
り
が
生
じ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
予
知
し
て
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

R
N
G
を
作
動
さ
せ
る
、
の
3
種
の
仮

説
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
R
N
G
回
路
に
直
接
P
K

が
作
用
す
る
と
仮
定
し
、
1
9
7
0
年

代
以
降
の
マ
ク
ロ
P
K
、
バ
イ
オ
P
K

実
験
で
観
察
さ
れ
た
P
K
現
象
の
特
性

を
基
に
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
、
ア
ナ
ロ
グ

信
号
異
常
、
波
形
の
場
を
特
徴
と
す
る

検
出
機
構
の
理
論
モ
デ
ル（
C
A
W
モ

デ
ル
）を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

※
小
久
保
氏
は
平
成
25
年
11
月
に
も
、

本
部
例
会
で
講
演
さ
れ
、
世
界
の
サ
イ

研
究
と
生
体
セ
ン
サ
を
使
っ
た
念
力
の

生
物
物
理
学
的
研
究
等
の
お
話
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
回
サ
イ
研
究
の
重
要

テ
ー
マ
で
あ
る
「
マ
イ
ク
ロ
P
K
現
象

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
」に
つ
い
て
、
分

今
月
号
の
記
事

◎�

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎�

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ
（
発
表

者
募
集
中
）

◎
第
28
回
全
国
大
会
会
員
発
表
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
六
月
七
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
ご
挨
拶

◎�

第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
六
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
三
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
実
験
値
が
示
す
サ
イ（
気
）の
性
質
Ⅰ

◎
水
と
サ
イ
科
学

か
り
や
す
く
詳
細
に
解
説
し
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友

人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
ご
参
加
願
い

ま
す
。

◎
小
久
保
秀
之
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
生
。
名
古
屋
大
学
理
学

部
物
理
学
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堂
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集
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放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
客
員
協
力
研

究
員
、
国
際
総
合
研
究
機
構
研
究
部
長

を
経
て
、現
在
は
明
治
大
学
兼
任
講
師
。

専
門
は
超
心
理
学
と
気
功
研
究
。
人

体
科
学
会
、
国
際
生
命
情
報
科
学
会
、

N
euroQ

uantology
な
ど
の
理
事
・
編

集
委
員
も
務
め
て
い
る
。

http://kokubo.cool.coocan.jp/

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

※�

五
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
五
月
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

研
究
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
10
受
領
分
ま
で
）

金
四
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
二
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

河
野　

明
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
回
通
常
総
会
出
欠
用
（
正
会
員
・

維
持
会
員
）
も
兼
ね
た
会
員
全
員
に
ハ

ガ
キ
を
同
封
致
し
ま
し
た
が
、
可
能
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
に
パ
ソ
コ
ン
用
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
と
携
帯
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

と
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
へ
の
登
録
希
望

の
可
否
を
記
入
し
て
返
送
願
い
ま
す
。

M
L（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
?

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関
わ

る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ

の
内
容
を
M
L
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
M
L
に
登

録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
M
L
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

offi
ce21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に
返
信
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
元
年
7
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
）。
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ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
１
９
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
28
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日（
月
・
祝
日
）

に
北
と
ぴ
あ
第
1
研
修
室
に
於
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
：
ヒ
ー
リ
ン
グ

&
セ
ラ
ピ
ー
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
8
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

御
世
替
わ
り
以
降
の
日
本
、
世
界

～
ど
う
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
～

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一�

氏

日
時　

令
和
元
年
5
月
18
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
2
会
議
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ク
の
現い

代ま

～
Ｐ
Ｐ
Ｋ
背
骨
健
康
法
～

　
　
　
　

講
師　

中
垣　

光
市�

氏

日
時　

令
和
元
年
6
月
15
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ス
タ
ジ
オ

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

孝
明
天
皇
は
切
紙
神
示
で
太
平
洋
戦

争
を
予
言
し
た　

～
誰
も
知
ら
な
い

幕
末
維
新
の
真
実
と
出
口
王
仁
三
郎

　
　
　
　

講
師　

出
口　

恒�

氏

日
時　

令
和
元
年
7
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ



　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�
三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
新
年
度
４

月
よ
り
、
会
長
と
事
務
局
の
退
任
と
新

会
長
、
事
務
局
の
就
任
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
会
長
お
二
人
の
ご
挨
拶
を
掲
載

致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

明
夫

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
の
河
野

明
夫
で
す
。
今
回
、
私
は
会
長
を
辞
任

し
、
和
田
副
会
長
に
会
長
を
お
願
い
す

る
事
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
初
代
会
長

木
村
六
郎
氏
の
後
を
受
け
て
平
成
5
年

か
ら
会
長
を
約
25
年
務
め
ま
し
た
。
こ

の
間
、
東
京
本
部
か
ら
も
含
め
多
く
の

方
々
に
講
師
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
中

で
も
故
関
会
長
に
は
世
田
谷
の
自
宅
で

の
統
合
科
学
大
学
講
座
の
内
容
を
含
め

10
回
以
上
の
講
演
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
和
田
会
長
は
ダ
ウ
ジ
ン
グ
の
権

威
で
も
あ
り
、
サ
イ
科
学
に
必
要
な
ひ

ら
め
き
も
あ
り
ま
す
。
す
で
に
会
場
の

変
更
を
実
施
し
、
事
務
局
を
整
備
し
、

分
科
会
や
会
員
発
表
の
場
も
設
け
ま
し

た
。
今
後
私
も
こ
の
場
を
生
か
し
て
関

先
生
の
資
料
等
を
改
め
て
見
直
し
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
勉
強
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

高
幸

新
年
度
の
４
月
、「
令
和
」へ
の
御
代

替
わ
り
、
桜
花
ほ
こ
ろ
ぶ
季
節
に
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
長
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
き
び
し
い
時
代

と
な
り
、
行
き
届
か
な
い
点
も
多
々
あ

る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会（
旧
日
本
Ｐ
Ｓ
学

会
）の
大
阪（
当
時
木
村
六
郎
副
会
長
＝

故
人
）
で
は
、
設
立
後
か
ら
の
お
つ
き

あ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
本
業（
産

経
新
聞
社
勤
務
）
に
追
わ
れ
、
会
員
を

は
な
れ
た
空
白
期
間
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
研
究
集
会
で
講
演
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
旧
知
の
皆
様
方
と
接
触
す

る
機
会
も
あ
り
、
ま
た
近
年
は
従
来
の

生
活
ス
タ
イ
ル
が
一
変
し
て
、
こ
れ
が

ご
縁
を
つ
な
ぐ
動
機
づ
け
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ご
参
考
ま
で
に
、
拙
著
、
論
文
の
い

く
つ
か
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
秘
密
～
日

本
の
近
未
来
戦
略
」「
未
知
の
彼
方
へ
～

神
秘
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
集
」「
直
観
と
環
境

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」「
言
霊
予
知
術
」「
生

命
観
の
確
立
に
果
た
す
音
の
作
用
と
意

識
へ
の
影
響
に
つ
い
て
～
言
霊
の
解
明

と
セ
ラ
ピ
ー
へ
の
応
用
」「
音
楽
療
法

概
論
」「Lighting�A

ssociated�w
ith�

U
FO

�Phenom
ena

」（SSE

）ほ
か
。

関
西
Ｐ
Ｓ
Ｉ
で
は
、
変
化
す
る
時
代

の
ニ
ー
ズ
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
会
員

の
皆
様
方
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る

よ
う
、
で
き
る
限
り
力
を
尽
く
す
所
存

で
す
。
こ
ん
ご
と
も
お
力
添
え
を
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

令
和
元
年
5
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階　

第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

天
運
に
導
か
れ
る
!

「
ひ
ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

　
　
　

講
師　

小
林　

信
正�

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

内
容
紹
介

私
は
湯
川
秀
樹
博
士
か
ら
「
ひ
ら
め

き
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
好
奇
心

を
抱
き
、
そ
の
不
思
議
さ
の
究
明
に
長

年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
超
感
覚
的
知
覚
」（
E
S
P
）
と
い

う
不
思
議
な
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ひ

ら
め
き
」
と
い
う
も
の
に
た
ど
り
着
き
、

● ❹●



人
は
誰
で
も
超
常
能
力
を
潜
在
的
に
持

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

先
行
き
不
透
明
な
現
代
社
会
に
お
い

て
、
先
見
の
明
や
創
造
力
、
そ
し
て
天

運
を
も
導
く
「
ひ
ら
め
き
」
を
授
か
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
の
存

在
と
意
義
、
さ
ら
に
は
「
ひ
ら
め
き
」

を
得
る
た
め
の
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
小
林
信
正
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
T
V
局
勤
務
、
チ
ー

フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
部
長
と
し
て
多

数
の
番
組
制
作
に
長
年
携
わ
る
。
退
社

後
、
T
V
制
作
会
社
の
代
表
取
締
役
。

大
学
、
企
業
研
修
の
講
師
。
特
異
能
力

研
究
所
代
表
と
し
て
意
識
と
超
能
力
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
精
神
文
化
研
究
会
主
宰
。
公
益

財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
元
常
任

理
事
。
著
書
に
「
神
社
仏
閣
50
選
」「
ご

利
益
さ
ま
」「
ひ
ら
め
き
」ほ
か
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
13
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
令
和
と
宇
宙
交
信
」

日
時　

令
和
元
年
7
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治

癒
に
導
く�

未
来
の
医
学

「
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
」

　
　
　
　

講
師　

由
井　

寅
子�

氏

強
い
思
い
で
あ
る
感
情
を
抑
圧
す
る

と
、
潜
在
意
識
に
沈
み
込
ん
で
い
き
ま

す
。
弟
が
い
る
こ
と
で
自
分
は
愛
さ
れ

な
い
と
思
う
こ
と
は
苦
し
い
か
ら
で
す
。

そ
れ
で
肩
こ
り
に
な
っ
た
り
、
偏
頭
痛

に
な
っ
た
り
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
が
潜
在
意
識
に
落
っ
こ
ち
た
心
の

感
情
の
抑
圧
で
、
そ
の
結
果
、
体
が
犠

牲
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

未
解
決
な
感
情
の
こ
と
を
「
イ
ン
ナ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
」と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
意
識
的
に
つ
ら
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、
否
定
さ
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
、
そ
れ
と
向
き
合
い
、

「
あ
の
と
き
は
つ
ら
か
っ
た
な
あ
」
と

か
、「
あ
の
と
き
は
本
当
に
自
分
は
死
の

う
と
思
っ
た
な
あ
」
と
か
、
そ
う
い
う

ふ
う
に
自
分
を
慰
め
た
り
、
愛
し
て
あ

げ
な
い
限
り
、
こ
の「
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
」
は
癒
え
る
こ
と
な
い
の
で
す
。

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
と
い
う
の
は
、

心
の
慢
性
病
で
す
。

私
達
の
心
は
、
潜
在
意
識
に
沈
ん
だ

膨
大
な
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
集
合

体
で
す
。
そ
し
て
同
種
の
出
来
事
で
共

鳴
し
ま
す
。
子
供
の
頃
の
未
解
決
な
感

情
を
現
代
の
出
来
事
に
投
影
し
、
急
性

症
状
が
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
子
供
の

頃
に
お
母
さ
ん
に
愛
さ
れ
な
か
っ
た
、

愛
さ
れ
た
い
と
い
う
「
悲
し
み
の
イ
ン

ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
」
が
あ
る
と
、
今
の

彼
氏
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
冷
た
く
さ
れ
る

と
、
悲
し
く
て
寂
し
く
て
死
ん
で
し
ま

い
た
く
な
り
ま
す
。
子
供
の
頃
、
も
う

既
に
お
母
さ
ん
に
失
恋
し
て
い
ま
す
か

ら
ね
。
彼
氏
に
も
失
恋
す
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
恐
れ
る
わ
け
で
す
。

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
は
抑
圧
さ
れ

た
感
情
だ
と
言
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
こ
に
は
こ
う
し
た
い
と
い
う
意
志
、

こ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
価
値
観
を
含
ん

で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
と
い
う
の
は
、
正
確
に
は
自
分

か
ら
切
り
離
さ
れ
た
、
独
立
し
た
意
志
、

魂
と
心
を
も
っ
た
も
う
一
つ
の
自
分
な

の
で
す
。

私
の
場
合
、
ト
ラ
ッ
ク
5
杯
分
位
、

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
が
あ
り
ま
し
た

か
ら
、
そ
れ
を
癒
や
す
の
は
本
当
に
大

変
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私
は
母
の
お

腹
に
い
た
3
カ
月
の
と
き
に
父
が
死
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
貧
乏
人
で
し
た
か

ら
、「
お
ま
え
を
殺
そ
う
と
思
っ
た
け
れ

ど
も
死
な
な
か
っ
た
。
堕
ろ
す
た
め
の

病
院
も
無
か
っ
た
か
ら
、
産
む
し
か
な

か
っ
た
。
お
ま
え
は
い
ら
ん
子
だ
、
い

ら
ん
子
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
本
当
に
つ

ら
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
こ
の
「
い

ら
ん
子
」
の
私
を
、
自
分
自
身
が
愛
し

て
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
癒
や
し

●❺ ●



て
い
っ
て
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
、

と
い
う
状
況
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
ま
た
何
か
出
来
事
が
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
感
情
が
未
解
決
な
ま

ま
あ
る
よ
、
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
人
に
対
し
て

は
有
り
難
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
ね
。
出
来
事
が
あ
っ
て
、
悲
し
く

な
っ
た
り
し
た
と
き
に
、
こ
の
感
情
は

今
の
感
情
で
は
な
く
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
の
昔
の
感
情
で
あ
る
と
、
分
離

し
ま
し
ょ
う
。
今
の
感
情
を
出
さ
せ
て
、

同
じ
よ
う
な
体
験
が
過
去
に
も
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
出
す
の
で
す
。

上
司
か
ら
「
君
は
何
だ
、
コ
ピ
ー
も
出

来
な
い
の
か
」
と
言
わ
れ
て
、
も
の
す

ご
く
上
司
に
対
し
て
腹
が
立
っ
た
り
悲

し
く
な
っ
た
と
き
に
、
例
え
ば
お
父

さ
ん
か
ら
「
ダ
メ
ダ
メ
」
と
言
わ
れ
て
、

お
父
さ
ん
に
対
し
て
腹
が
立
っ
た
り
悲

し
く
な
っ
た
の
を
投
影
し
て
い
る
だ
け

で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
よ
う
な
未
解
決
な
心

の
慢
性
病
が
浮
上
し
て
初
め
て
治
す
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
上
司
は
有
り
難

い
存
在
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
と
き
に
、

「
そ
ん
な
に
お
父
さ
ん
、
バ
リ
バ
リ
怒
ら

な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
し
ょ
、
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
教
え
て
ち
ょ
う
だ
い
よ
」

と
言
っ
て
あ
げ
て
、
自
分
を
慰
め
て
ほ

し
い
わ
け
で
す
。

イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
は
感
情
の
抑

圧
で
し
た
か
ら
、
感
情
を
表
現
さ
せ
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
ど
う
し
た
か
っ
た

の
?
」、「
ど
う
痛
か
っ
た
の
?
」、「
ど

う
言
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
、
あ
の

と
き
は
?
」
と
聞
く
と
、「
お
兄
さ
ん
み

た
い
に
愛
さ
れ
た
か
っ
た
ん
だ
よ
」
と

か
、「
弟
み
た
い
に
愛
さ
れ
た
か
っ
た
ん

だ
よ
」
と
い
う
の
が
出
て
く
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
て
そ
の
願
い
を
叶
え
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
で
お
母
さ
ん
を
登
場
さ
せ

て
、「
い
つ
も
我
慢
さ
せ
て
ご
め
ん
ね
、

お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
兄
ち
ゃ
ん
ば
っ
か
り

言
っ
て
、
ご
め
ん
ね
。
さ
あ
こ
っ
ち
に

お
い
で
」
と
言
っ
て
、
抱
き
し
め
て
く

れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
ま
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
だ
か
ら
何
で
も
で
き
ま
す

よ
。「
寂
し
か
っ
た
よ
、
愛
し
て
ほ
し
か

っ
た
よ
」と
、
本
音
で
母
親
に
甘
え
ま
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
イ
ン
ナ

ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の
癒
や
し
で
す
。
自
分

が
自
分
自
身
を
慰
め
、
癒
や
す
の
で
す
。

こ
れ
は
大
切
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
に
は「
愛
さ
れ
る
こ
と
は
、
善
」

と
い
う
こ
の
世
的
な
価
値
観
を
も
っ
て

い
ま
す
。
伝
世
の
価
値
観
は
「
愛
す
る

こ
と
が
善
」
な
ん
で
す
ね
。
愛
さ
れ
な

く
て
も
い
い
ん
で
す
ね
。
で
も
子
供
の

場
合
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
大
人
に

な
っ
た
ら
ね
、
も
う
別
に
親
に
愛
さ
れ

な
く
て
も
死
に
は
し
ま
せ
ん
。
自
分
で

食
べ
て
い
け
る
か
ら
で
す
ね
。

こ
の
よ
う
に
小
さ
い
頃
の
未
解
決
な

感
情
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
思
い
出

し
て
、
自
分
自
身
を
励
ま
し
、
い
た
わ

り
、
愛
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
想
い
が
叶
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
お
ま
え
は
何
も
出
来
な
い
な
あ
、

大
学
出
て
も
こ
れ
す
ら
出
来
な
い
の
か
」

と
上
司
に
言
わ
れ
た
と
き
に
、
自
分
が

過
去
に
我
慢
し
た
こ
と
は
な
い
か
、
怒

り
を
抑
圧
し
た
こ
と
は
な
い
か
?�

と

い
う
こ
と
を
、
同
じ
よ
う
な
状
況
で
、

怒
り
た
か
っ
た
け
ど
、
怒
れ
な
か
っ
た

こ
と
は
な
い
か
、
と
い
う
の
を
思
い
出

し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
し
ま
せ
ん
と
、
ど

ん
ど
ん
上
司
が
嫌
い
に
な
っ
て
、
会
社

を
辞
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

「
弟
は
よ
く
出
来
る
の
に
、
お
ま
え

は
だ
め
だ
な
あ
」
と
親
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
て
、「
あ
の
と
き
は
そ

う
言
わ
れ
て
、
腹
が
立
っ
た
よ
ね
、
怒

り
た
か
っ
た
よ
ね
、
我
慢
し
た
の
は
偉

か
っ
た
ね
」
と
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ

い
。「
も
う
我
慢
し
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
、

怒
っ
て
い
い
ん
だ
よ
、
言
い
た
い
だ
け

言
っ
て
ご
ら
ん
」、「
お
ま
え
に
は
厳
し

か
っ
た
な
あ
、
悪
か
っ
た
な
あ
」
と
お

父
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を

描
い
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
自
分
は
上
司
が
言
っ
て
い
る

よ
う
な
、
ダ
メ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
癒
や

し
て
初
め
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
ダ
メ
さ
加

減
の
自
分
も
許
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
自
分
の
ダ
メ
さ
加
減
を
受

け
入
れ
る
と
自
然
に
涙
が
出
ま
す
。「
こ

れ
す
ら
で
き
な
い
の
か
、
俺
は
」
と
思

う
で
し
ょ
う
ね
。「
そ
こ
に
は
優
秀
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
の
世
的

価
値
観
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
泣
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
外
れ
て
い
き
ま
す
。

　

君
が
優
秀
で
な
く
て
も
、
君
が
ハ
ン
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サ
ム
で
な
く
て
も
、
君
が
稼
が
な
く
て

も
、
神
様
、
仏
様
は
全
然
厭
い
ま
せ
ん
。

君
が
愛
さ
な
い
と
困
る
ん
で
す
。
自
然

を
破
壊
す
る
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
の

世
的
価
値
観
は
神
様
、
仏
様
に
と
っ
て

み
る
と
、
何
て
い
う
こ
と
は
な
い
こ
と

な
ん
で
す
よ
。
君
が
自
分
自
身
を
愛
し
、

人
を
愛
し
、
み
ん
な
を
愛
し
、
万
物
を

愛
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
最
も
大
切
な
こ

と
な
ん
で
す
。
愛
さ
れ
る
こ
と
で
は
な

い
は
ず
で
す
。

※�

こ
の
後
、
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
の

患
者
さ
ん
達
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像

が
紹
介
さ
れ
る
。

日
本
人
が
難
病
が
多
か
っ
た
理
由
と

い
う
の
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

医
原
病
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
次

に
食
原
病
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、

次
に
心
の
道
徳
観
に
縛
ら
れ
て
、
感
情

を
出
せ
な
い
と
い
う
の
が
、
問
題
で
あ

る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
イ
ン
ナ
ー
チ

ャ
イ
ル
ド
と
言
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ

に
対
し
て
癒
や
し
を
や
っ
て
い
く
、
食

事
は
自
然
農
の
も
の
を
食
べ
て
い
く
、

な
る
べ
く
要
り
も
し
な
い
薬
は
摂
ら
な

い
と
い
う
こ
と
、
自
己
治
癒
力
を
使
っ

て
自
ら
健
康
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
や

っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
中
に
ホ
メ
オ
パ
シ

ー
の
ホ
ー
ム
キ
ッ
ト
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
熱
に
も
、
下
痢
に
も
、
試

験
に
す
べ
っ
た
悲
し
み
に
も
、
失
恋
の

悲
し
み
に
も
合
う
レ
メ
デ
ィ
が
入
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
使
い
く
だ
さ

い
。そ

れ
で
は
難
病
が
多
い
原
因
と
し
て

魂
の
問
題
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
の
世
的
価
値
観
（
道
徳
）
に

縛
ら
れ
て
、
自
分
が
本
当
に
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
、
道
徳
に
よ
っ
て
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
非
常
に

苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
人
々
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
自
分
が
本
当
に
望
む
こ

と
は
何
か
、
そ
れ
に
正
直
に
従
っ
て
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

信
仰
心
を
失
い
、
何
が
大
切
な
の
か

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
、
今
の

日
本
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
愛
さ
れ

る
こ
と
や
東
大
に
行
く
こ
と
、
優
秀
な

こ
と
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
、
そ
れ
が
本

当
に
大
切
で
大
切
で
最
も
大
切
な
こ
と

な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
一
度
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
も
大
切
な
の
は
、
神
仏
へ
の
畏
敬

の
念
、
尊
敬
の
念
、
感
謝
の
念
、
そ
し

て
自
分
と
人
と
万
物
へ
の
愛
と
感
謝
、

他
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
、
こ
れ
が
最

も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

魂
を
汚
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
世

的
価
値
観
だ
け
で
は
な
い
で
す
。
イ
ン

ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
も
、
魂
の
周
り
に
ま

と
わ
り
つ
い
て
べ
っ
た
り
と
張
り
付
い

て
い
ま
す
。
魂
と
い
う
の
は
、
分
霊（
わ

け
み
た
ま
）
と
古
神
道
で
書
い
て
あ
り

ま
す
。
神
様
の
分
霊
（
わ
け
み
た
ま
）

で
私
達
に
魂
を
付
与
し
て
く
れ
、
そ
し

て
魂
の
宿
題
を
せ
ん
が
た
め
に
こ
の
世

に
来
る
と
古
神
道
に
は
書
い
て
あ
り
ま

す
。
そ
の
せ
ん
が
た
め
に
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
身
体
を
造
っ
て
く
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
、
魂
の
宿
題
は
、
執
着
と

か
欲
と
か
カ
ル
マ
と
か
捨
て
て
い
か
な

け
れ
ば
、
何
の
た
め
に
生
ま
れ
た
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
「
自
分
は
だ
め

だ
」
と
か
、「
自
分
は
く
ず
だ
」
と
か
、

「
自
分
は
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
か
、

そ
う
や
っ
て
自
分
自
身
を
責
め
る
、
こ

う
い
う
こ
と
が
終
わ
ら
な
い
限
り
、
心

の
苦
し
み
は
重
い
心
に
な
っ
て
、
魂
に

へ
ば
り
つ
い
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
の

よ
う
な
イ
ン
ナ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
を
ど
ん

ど
ん
癒
や
し
て
、
軽
く
楽
に
生
き
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。　

も
う
一
つ
魂
を
汚
し
て
い
る
も
の
は
、

カ
ル
マ
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
間

違
え
た
価
値
観
か
ら
は
、
間
違
え
た
行

動
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
間
違
え
た
行
動

と
い
う
も
の
が
、
魂
を
汚
し
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。
こ
れ
を
カ
ル
マ
、
業
（
ご

う
）
と
い
い
ま
す
。
こ
の
カ
ル
マ
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
に
、
何
回
も
何
回
も

生
ま
れ
変
わ
る
。
過
去
に
自
分
が
し
た

こ
と
の
結
果
を
今
世
で
受
け
る
わ
け
で

す
。
で
す
か
ら
、
万
物
平
等
と
い
い
ま

す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
前
世
、
今
世
、
来

世
に
お
い
て
、
平
等
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
今
世
は
苦
し
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
か
」
と
よ
く
言
う
人
が
い
ま
す
け
れ

ど
、
来
世
が
楽
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
し
、
前
世
で
人
を
殴
っ
た
人
は
、
今

世
で
殴
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
き
な
カ
ル
マ
は
子
孫
に
も
影
響
を

及
ば
し
ま
す
。
未
解
決
な
感
情
が
あ
る

と
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
い
て
も
い
ろ

ん
な
人
に
投
影
し
、
そ
の
抑
圧
し
た
感

情
が
吹
き
出
て
、
悪
し
き
行
為
を
繰
り

返
す
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
イ
ン
ナ
ー

チ
ャ
イ
ル
ド
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
未

解
決
な
小
さ
い
頃
の
こ
の
よ
う
な
感
情

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
悪
い
カ
ル
マ

を
造
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
カ
ル
マ
を

作
ら
な
い
た
め
に
も
、
自
分
自
身
を
自

分
が
愛
し
、
癒
や
す
こ
と
が
と
て
も
大

事
だ
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
す
。

（
終
わ
り
）
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第
四
三
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

旧
約
聖
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」

に
秘
め
ら
れ
た
真
実

　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一�

氏

と
き
：
平
成
31
年
1
月
19
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

1
9
2
2
年
、
エ
ジ
プ
ト
で
世
紀
の

発
見
が
カ
ー
ナ
ボ
ン
卿
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
。
そ
れ
は
エ
ジ
プ
ト
新
王
朝
時
代
、

い
ま
か
ら
約
3
3
0
0
年
ぐ
ら
い
前
の

少
年
王
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
手
つ
か
ず

の
墓
。
は
じ
め
は
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た

黄
金
の
マ
ス
ク
に
人
々
の
注
目
が
集
ま

っ
た
が
、
徐
々
に
壁
面
に
描
か
れ
た
絵

や
文
字
に
研
究
者
た
ち
の
熱
い
視
線
が

注
が
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
エ
ジ
プ

ト
史
上
で
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
人
物
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
の

名
は
神
父
ア
イ
。

17
歳
で
夭
折
し
た
若
き
フ
ァ
ラ
オ
の

口
開
け
の
儀
式
を
神
父
ア
イ
が
行
っ
て

い
る
絵
が
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
た
。
口

開
け
の
儀
式
と
は
、
フ
ァ
ラ
オ
が
亡
く

な
っ
て
別
の
世
界
で
息
を
吹
き
返
し
、

幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
時
代
に
最
も
影
響
力
の
あ
る
人
物

が
亡
き
フ
ァ
ラ
オ
に
対
し
て
行
う
儀
式

だ
。
そ
れ
を
神
父
ア
イ
が
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
が
亡

く
な
っ
た
紀
元
前
1
3
4
0
年
ご
ろ
、

エ
ジ
プ
ト
で
も
っ
と
も
尊
敬
さ
れ
、
力

を
も
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

旧
約
聖
書
を
注
意
深
く
み
れ
ば
、
そ

の
舞
台
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
こ
ろ
の
エ

ジ
プ
ト
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
旧
約

聖
書
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
か
ら
始
ま
り
、

ノ
ア
の
大
洪
水
を
生
き
延
び
た
ノ
ア
一

族
の
子
孫
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
シ
ュ
メ
ー

ル
の
ウ
ル
を
神
に
導
か
れ
て
出
発
し
約

束
の
地
カ
ナ
ン
に
着
く
が
飢
饉
が
ひ
ど

か
っ
た
た
め
エ
ジ
プ
ト
に
向
か
い
、
そ

こ
で
4
3
0
年
も
の
間
、
フ
ァ
ラ
オ
の

圧
制
の
も
と
、
重
労
働
を
強
い
ら
れ
、

最
後
に
は
耐
え
き
れ
ず
に
、
モ
ー
ゼ
に

率
い
ら
れ
て
エ
ジ
プ
ト
軍
を
う
ま
く
ま

い
て
エ
ジ
プ
ト
を
脱
出
し
、
艱
難
辛
苦

の
40
年
の
旅
を
経
て
約
束
の
地
カ
ナ
ン

に
舞
い
戻
る
ま
で
を
描
い
て
い
る
。

し
か
し
、
今
に
至
る
ま
で
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
呼
ば
れ
る
遊
牧
民
族
が
4
3
0
年

も
の
間
、
エ
ジ
プ
ト
に
い
た
と
い
う
考

古
学
的
証
拠
は
ひ
と
つ
も
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
初

代
族
長
と
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
や
そ
の

子
孫
の
痕
跡
も
、
彼
ら
の
出
身
地
と
さ

れ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
地
方
の
発
掘
を
も

っ
て
し
て
も
何
の
痕
跡
も
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
い
っ
た
い
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
は

何
者
な
の
か
?

実
は
、
こ
れ
に
対
す
る
答
え
が
ツ

タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
墓
か
ら
得
ら
れ
る
の

だ
！�

旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
に
出
て

く
る
フ
ァ
ラ
オ
は
名
を
名
乗
ら
な
い
。

「
フ
ァ
ラ
オ
」と
し
て
し
か
語
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
人
の
出
エ
ジ
プ
ト
を
最

終
的
に
は
許
し
た
フ
ァ
ラ
オ
も
特
定
で

き
て
い
な
い
の
だ
。
数
々
の
映
画
で
は

そ
れ
は
、
モ
ー
ゼ
と
兄
弟
同
然
に
育
っ

た
ラ
ム
セ
ス
2
世
と
な
っ
て
い
る
が
、

実
は
、
モ
ー
ゼ
の
実
在
も
な
ん
ら
証
明

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。
い
っ
た
い
こ
れ

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？�

ひ
ょ
っ
と

し
た
ら
、
旧
約
聖
書
に
は
大
い
な
る
秘

密
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
?�

世
紀
の
発

見
で
あ
る
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
王
墓
の

発
見
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
事
実
が
あ
る
。

壁
面
に
描
か
れ
た
当
時
最
大
の
エ
ジ

プ
ト
の
実
力
者
で
あ
っ
た
神
父
ア
イ
は
、

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
父
で
あ
る
ア
メ
ン

ホ
テ
プ
4
世
、
別
名
イ
ク
ナ
ト
ン
が
そ

の
治
世
に
お
い
て
、
こ
の
地
球
上
で
初

め
て
一
神
教
を
起
こ
し
た
と
き
、
そ
れ

に
加
担
し
た
。
新
し
い
都
ア
マ
ル
ナ
を

建
設
し
、
そ
こ
に
、
多
神
教
か
ら
太
陽

神
ア
テ
ン
だ
け
を
信
仰
す
る
一
神
教
に

強
制
的
に
改
宗
さ
せ
た
神
官
と
そ
の
一

族
が
そ
こ
に
移
り
住
ん
だ
。

当
初
は
う
ま
く
い
く
か
に
み
え
た
そ

の
政
策
も
イ
ク
ナ
ト
ン
の
死
と
と
も
に

頓
挫
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
エ
ジ
プ

ト
は
根
強
い
多
神
教
派
と
改
宗
し
た
一

神
教
派
の
宗
教
戦
争
と
な
り
亡
国
の
危

機
を
迎
え
て
し
ま
う
。
そ
う
危
惧
し
た

当
時
の
最
大
の
実
力
者
で
あ
り
、
一
神

教
徒
か
ら
も
多
神
教
徒
か
ら
も
慕
わ
れ

て
い
た
神
父
ア
イ
は
、
イ
ク
ナ
ト
ン
の

あ
と
を
継
い
だ
若
き
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン

王
の
摂
政
と
し
て
、
一
大
改
革
に
乗
り

出
し
た
。
つ
ま
り
、
エ
ジ
プ
ト
を
不
幸

に
す
る
一
神
教
を
廃
止
し
、
多
神
教
に

戻
す
。
そ
し
て
、
一
神
教
に
改
宗
し
て

し
ま
っ
た
人
た
ち
を
エ
ジ
プ
ト
北
部
の

領
土
で
あ
る
カ
ナ
ン
に
強
制
移
住
さ
せ
、

そ
こ
で
の
安
全
で
快
適
な
生
活
を
保
証

し
た
。
そ
の
時
に
ア
マ
ル
ナ
か
ら
カ
ナ

ン
ま
で
の
道
の
り
を
護
衛
し
た
の
は
、

ア
イ
の
忠
実
な
部
下
で
あ
り
将
軍
だ
っ

た
ホ
ル
エ
ン
へ
ブ
と
ラ
ム
セ
ス
だ
っ
た
。

ふ
た
り
は
の
ち
に
フ
ァ
ラ
オ
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
は
再
び
平
和

が
訪
れ
た
が
、
カ
ナ
ン
は
そ
れ
か
ら
数

百
年
後
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
占
領
さ
れ
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て
し
ま
う
。
そ
の
時
の
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア

の
最
大
の
敵
は
国
力
が
徐
々
に
下
り
坂

と
な
っ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
だ
っ
た
。
そ

の
段
階
で
エ
ジ
プ
ト
は
カ
ナ
ン
に
移
住

し
た
一
神
教
の
エ
リ
ー
ト
神
官
た
ち
の

子
孫
の
安
全
を
保
障
す
る
力
は
な
か
っ

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア

に
皆
殺
し
に
さ
れ
て
し
ま
う
危
機
を
抱

い
た
エ
ジ
プ
ト
の
一
神
教
徒
の
神
官
た

ち
は
、
一
計
を
案
じ
た
。
つ
ま
り
自
分

た
ち
は
エ
ジ
プ
ト
で
4
3
0
年
間
フ
ァ

ラ
オ
の
圧
制
の
も
と
、
強
制
労
働
を
課

せ
ら
れ
て
最
後
に
は
そ
こ
を
脱
出
し
た

ユ
ダ
ヤ
と
い
う
遊
牧
民
族
で
あ
る
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
を
紡
ぎ
だ
し
た
の
だ
。

そ
れ
が
旧
約
聖
書
と
な
り
、
以
降
数
千

年
の
時
を
、
そ
の
人
た
ち
は
ほ
ん
と
う

の
出
自
を
隠
し
通
し
て
き
た
。

し
か
し
1
9
2
2
年
の
ツ
タ
ン
カ
ー

メ
ン
の
王
墓
の
発
掘
に
よ
り
、
ユ
ダ
ヤ

人
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
の
本
当
の
ル
ー

ツ
、
つ
ま
り
、
彼
ら
は
古
代
エ
ジ
プ
ト

新
王
朝
の
イ
ク
ナ
ト
ン
の
治
世
下
に
一

神
教
に
改
心
し
た
誇
り
高
き
エ
リ
ー
ト

の
エ
ジ
プ
ト
の
神
官
た
ち
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ア
ブ
ラ

ハ
ム
や
モ
ー
ゼ
は
架
空
の
存
在
だ
っ
た

の
だ
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
時
代
の
古
代
エ

ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
た
ち
の
墓
は
す
べ

て
見
つ
か
っ
て
い
る
の
に
、
同
時
代
に

エ
ジ
プ
ト
に
い
た
と
さ
れ
る
ア
ブ
ラ
ハ

ム
一
族
の
墓
は
い
ま
だ
に
ひ
と
つ
も
見

つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
ん
な
も
の
は
存

在
し
な
い
か
ら
だ
。

さ
ら
に
時
が
た
ち
、
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
多
神
教
徒
た
ち
が
や
っ
て
き
た
日
本

列
島
に
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
た
ち
も
や
っ
て

き
て
、
共
生
し
は
じ
め
た
。
日
本
人
の

真
の
ル
ー
ツ
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ

ュ
メ
ー
ル
人
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
人
、
そ
し

て
多
神
教
時
代
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
で

あ
る
。
そ
こ
に
一
神
教
に
改
心
し
の
ち

に
自
ら
の
出
自
を
隠
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
と

い
う
あ
ら
た
な
人
種
を
創
造
し
た
人
た

ち
が
や
っ
て
き
た
。
彼
ら
の
本
拠
地
は

出
雲
だ
っ
た
。
日
本
の
二
大
聖
地
で
あ

る
伊
勢
と
出
雲
。
伊
勢
は
も
と
も
と
シ

ュ
メ
ー
ル
系
で
あ
り
、
風
神
エ
ン
リ
ル

を
祀
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
出
雲
が
も

と
も
と
エ
ジ
プ
ト
系
の
地
上
神
ゲ
ブ
を

祀
っ
て
い
た
。
日
本
と
い
う
の
は
、
古

代
シ
ュ
メ
ー
ル
と
古
代
エ
ジ
プ
ト
が
縦

横
に
交
わ
っ
て
で
き
た
文
明
国
家
な
の

で
あ
る
。

◎
坂
井
洋
一
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
28
年
茨
城
県
日
立
市
生
ま
れ
。

慶
応
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
松
竹
や

ギ
ャ
ガ
な
ど
大
手
映
画
会
社
で
勤
務
。

映
画
製
作
や
買
い
付
け
で
活
躍
す
る
か

た
わ
ら
、
作
詞
作
曲
家
と
し
て
も
、
日

本
を
代
表
す
る
ヒ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
小
田

裕
一
郎
氏
に
師
事
し
、
数
多
く
の
歌
手

に
作
品
を
提
供
。
近
年
は
日
本
の
隠
さ

れ
た
古
代
史
に
興
味
を
も
ち
、
歴
史
言

語
学
の
観
点
か
ら
日
本
の
始
ま
り
は
世

界
最
古
の
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
に
遡
る
と

提
唱
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
古
来
の

和
歌
や
祝
詞
に
メ
ロ
デ
ィ
を
つ
け
、
コ

ト
ダ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
い
う
日
本
発

の
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
世
界
発
信
を

目
指
し
て
い
る
。

著
書
に「
日
本
の
始
ま
り
は
シ
ュ
メ

ー
ル
」定
価（
1
8
1
5
円
+
税
）、「
坂

井
洋
一
の
ワ
ク
ワ
ク
超
古
代
史
セ
ミ
ナ

ー
」（
1
8
1
5
円
+
税
）
い
ず
れ
も
ヒ

カ
ル
ラ
ン
ド
、
が
あ
る
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
19
名
、
計
30
名
で
あ
っ
た
。

第
四
三
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

人
生
の
航
海
図
～
イ
ン
ド
占
星
術

で
見
え
る
こ
と
～

　
　
　
　

講
師　

金
子　

栄
子�

氏

と
き
：
平
成
31
年
2
月
16
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

イ
ン
ド
占
星
術
は
ジ
ョ
ー
テ
ィ
シ
ュ

と
言
い
「
光
の
科
学
」
と
い
う
意
味
で

す
。
そ
の
的
中
率
は
高
く
、
人
生
の
航

海
図
と
し
て
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　

イ
ン
ド
占
星
術
の
起
源
は
紀
元
前
数

千
年
前
と
も
数
万
年
前
と
も
言
わ
れ
、

聖
仙
（
リ
シ
）
が
こ
の
世
に
下
ろ
し
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ（
古
代
か
ら
の
知
識
）

を
ま
と
め
体
系
づ
け
編
纂
さ
れ
た
の
は

紀
元
前
1
5
0
0
年
～
5
0
0
年
頃
と

言
わ
れ
、
現
存
す
る
最
古
の
文
献
の
中

に
イ
ン
ド
占
星
術
も
含
ま
れ
ま
す
。
イ

ン
ド
占
星
術
は
代
々
、
口
伝
の
一
子
相

伝
、
も
っ
と
も
資
質
の
あ
る
者
だ
け
に

そ
の
知
識
を
受
け
継
が
せ
て
き
ま
し
た
。

伝
統
的
な
知
識
の
リ
レ
ー
、
継
承
を
パ

ラ
ン
パ
ラ
と
い
い
、
カ
ー
ス
ト
最
高
位
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の
バ
ラ
モ
ン
や
そ
れ
に
次
ぐ
身
分
の
者

が
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

た
だ
、
現
在
に
お
い
て
、
も
し
パ
ラ

ン
パ
ラ
や
そ
の
系
統
を
名
乗
る
者
が
い

た
ら
眉
に
つ
ば
を
つ
け
て
話
を
聞
い
て

く
だ
さ
い
。
パ
ラ
ン
パ
ラ
の
伝
統
は
イ

ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
に
こ
と
ご
と
く
断

絶
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
生
は
過
去
生
か
ら
の
カ
ル
マ
（
行

為
）
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、
今
の
生
で

発
露
す
る
良
い
こ
と
も
良
く
な
い
こ
と

も
、
過
去
生
で
の
行
い
（
カ
ル
マ
）
の

結
果
で
す
。
変
え
ら
れ
な
い
領
域
の
運

命
は
75
～
80
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
は
自

由
意
志
で
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
用
語
の
日
本
語
表
記

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
由
来
、
ヒ
ン
ズ

ー
語
由
来
、
英
語
由
来
等
が
あ
り
、
同

じ
も
の
を
指
し
て
い
る
の
に
様
々
な
呼

称
が
あ
り
、
学
習
者
を
混
乱
さ
せ
て
い

ま
す
が
こ
れ
は
慣
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。西

洋
占
星
術
を
か
じ
っ
た
人
の
中
に

は
、
こ
れ
は
使
え
る
、
と
言
い
、
ト
ラ

ン
ス
サ
タ
ニ
ア
ン
（
土
星
外
惑
星
の
天

王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
）
を
隠
し
味

の
よ
う
に
分
析
に
混
ぜ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
占
星
術
で
は

一
切
、
使
い
ま
せ
ん
。
使
う
必
要
が
無

い
か
ら
で
す
。

今
回
の
講
座
で
は
、
イ
ン
ド
占
星
術

が
初
め
て
の
参
加
者
向
け
に
基
本
的
な

事
柄
か
ら
お
話
し
し
ま
し
た
。
ま
ず
は

ど
な
た
も
知
っ
て
い
る
、
ま
た
誰
も
が

強
運
の
持
ち
主
と
認
め
る
エ
リ
ザ
ベ
ス

女
王
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
と
最
後
は
非
業

な
死
を
遂
げ
た
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
の

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
見
比
べ
、
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ
に
約
束
さ
れ
た
幸
運
や
持
っ
て
い
る

強
運
の
印
や
、
弱
点
、
そ
れ
が
い
つ
起

こ
る
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
Ⅱ
世
は
生
ま
れ
た
と
き
に

王
位
継
承
権
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

1
9
3
6
年
、
10
歳
の
時
、
父
の
兄
で

あ
る
エ
ド
ワ
ー
ド
8
世
が
王
位
を
放
棄

し
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
父
が
王
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
1
9
5
3
年
6
月
即
位

以
来
、
今
に
至
る
ま
で
女
王
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
強
運
の
持
ち
主
で
す
。

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
は
農
村
に
生
ま

れ
、
戦
国
の
世
を
生
き
、
大
統
領
ま
で

に
上
り
つ
め
ま
し
た
が
、
最
後
は
捕
ら

え
ら
れ
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ
に
ど
う
出
て
い
る
の
か
を

お
話
し
し
ま
し
た
。

個
人
的
な
事
柄
（
結
婚
・
恋
愛
・
仕

事
・
学
業
・
健
康
・
金
運
・
引
越
等
）

を
み
る
ば
か
り
で
な
く
、
国
単
位
を
み

る
マ
ン
デ
ー
ン
や
、
良
き
幸
先
を
切
る

日
時
を
選
ぶ
ム
フ
ル
タ
、
一
つ
の
出
来

事
に
つ
い
て
の
み
見
る
プ
ラ
シ
ュ
ナ
と

い
う
手
法
等
の
お
話
も
引
き
続
き
し
ま

し
た
。

事
業
を
興
す
、
開
店
、
結
婚
、
旅
行

出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
日
時
を
選
ぶ
ム
フ

ル
タ
と
い
う
技
法
は
大
変
、
重
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

私
の
身
内
の
結
婚
に
際
し
、
結
婚
式

の
日
取
り
は
式
場
の
予
約
の
関
係
で
ど

う
に
も
で
き
ず
、
せ
め
て
入
籍
日
は
き

ち
ん
と
良
き
日
を
選
ぼ
う
と
、
特
別
に

イ
ン
ド
占
星
術
の
師
で
あ
る
清
水
先
生

に
ム
フ
ル
タ
で
見
立
て
て
も
ら
い
ま
し

た
。こ

れ
は
当
事
者
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
と

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
現
在
の
惑
星
配
置
）

を
照
ら
し
合
わ
せ
、
月
日
と
そ
の
日
の

ど
の
時
間
が
い
い
の
か
を
選
定
し
ま
す
。

身
内
の
入
籍
選
定
は
平
日
の
午
前
5

時
ち
ょ
っ
と
過
ぎ
の
時
間
が
出
ま
し
た
。

現
実
で
は
そ
の
時
間
に
受
理
は
出
来
な

い
の
で
、
選
定
時
間
ぴ
っ
た
り
に
家
を

出
て
、
役
所
へ
向
か
う
よ
う
に
し
ま
し

た（
旅
行
出
発
も
こ
の
よ
う
に
で
き
ま

す
）。国

際
社
会
の
動
向
を
み
る
マ
ン
デ
ー

ン
で
は
国
単
位
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
か
ら
、

天
災（
気
象
）、
近
隣
諸
国
と
の
摩
擦
等

を
予
測
し
ま
す
。
マ
ン
デ
ー
ン
で
は
国

の
命
運
を
握
る
時
の
権
力
者
、
国
家
元

首
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
も
合
わ
せ
て
見
ま

す
。
日
本
な
ら
天
皇
さ
ま
の
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
や
時
の
首
相
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
、

も
う
一
つ
、
内
閣
成
立
時
の
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ
も
合
わ
せ
て
み
ま
す
。

内
閣
成
立
時
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
は
政

権
が
ど
れ
だ
け
も
つ
か
見
る
の
に
大
変

に
重
要
で
す
。

1
9
4
7
年
7
月
、
イ
ギ
リ
ス
議
会

が
イ
ン
ド
独
立
法
を
可
決
す
る
と
、
そ

れ
を
受
け
て
同
年
8
月
15
日
、
ヒ
ン
ド

ゥ
ー
教
徒
の
国
で
あ
る
イ
ン
ド
連
邦
と
、

イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
国
で
あ
る
パ
キ
ス

タ
ン
に
分
離
独
立
と
い
う
形
と
な
り
、

2
0
0
年
に
及
ぶ
植
民
地
支
配
が
終
わ

り
を
告
げ
ま
し
た
。
1
9
4
7
年
8
月

15
日
イ
ン
ド
独
立
に
際
し
て
、
占
星
術

の
大
家
数
人
で
独
立
宣
言
の
最
適
な
時

間
を
検
討
し
、
宣
言
は
夜
中
と
な
り
ま

し
た（
こ
れ
は
ム
フ
ル
タ
で
す
）。
こ
の

時
、
さ
っ
さ
と
8
月
14
日
に
独
立
宣
言

し
た
パ
キ
ス
タ
ン
と
イ
ン
ド
は
国
の
誕

生
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
が
違
い
、
そ
の
後

の
国
情
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
生
時
間
が
は
っ
き
り
し
な
い
人
で

あ
っ
て
も
、
質
問
し
た
日
時
で
み
る
プ

ラ
シ
ュ
ナ
で
多
く
の
悩
み
を
解
決
で
き

ま
す
。
プ
ラ
シ
ュ
ナ
の
手
法
は
ど
ち
ら

を
選
ぶ
べ
き
か
？�

失
せ
物
は
出
て
く
る
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の
か
？�

こ
の
結
婚
を
進
め
て
良
い
か
？�

と
悩
め
る
時
に
使
え
ま
す
。
相
談
日
時

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
成
し
、
ベ
ス
ト

な
の
は
ど
ち
ら
な
の
か
、
失
せ
物
は
自

分
の
手
に
戻
る
か
、
結
婚
話
は
受
け
て

良
い
か
ど
う
か
の
答
え
を
導
き
出
し
ま

す
。
プ
ラ
シ
ュ
ナ
チ
ャ
ー
ト
の
有
効
期

限
は
1
年
と
な
り
ま
す
。

ご
自
分
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
ら
れ

る
、
清
水
俊
介
先
生
の
グ
ル
ー
プ
の
石

丸
氏
が
作
っ
た
無
料
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
作

成
ア
プ
リJyotish-O

N
E

（
ジ
ョ
ー
テ

ィ
シ
ュ
・
ワ
ン
）

https://jyotish-one.com
/

を
紹
介
が
て
ら
、
参
加
者
の
方
に
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
を
作
成
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
プ
リ
に
つ
い
て
は
左
記
参
照

http://xn--dckxbb0dvii1m
.com

/
essay/jyotish_one_tem

poral_release

そ
の
つ
い
で
に
自
己
申
告
さ
れ
る
出

生
時
間
が
い
か
に
あ
や
ふ
や
か
と
い
う

お
話
も
少
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

時
刻
修
正
が
必
要
に
な
る
場
合
が
多
い

の
で
す
。

時
刻
修
正
は
過
去
の
出
来
事
が
当
た

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
父
親
の
こ
と
、

母
親
の
こ
と
、
兄
弟
の
数
、
専
攻
し
た

学
業
や
子
ど
も
の
誕
生
等
、
客
観
的
に

変
え
よ
う
の
な
い
事
実
（
バ
イ
オ
フ
ァ

ク
ト
）を
元
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

イ
ン
ド
占
星
術
の
特
徴
で
あ
る
ダ
シ

ャ
ー
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
に
あ
る
約
束
事
は
、
何

歳
く
ら
い
に
具
現
化
す
る
か
？�

は
、
ダ

シ
ャ
ー
と
い
う
星
回
り
で
み
ま
す
。

天
体（
3
6
0
度
）
を
13
度
20
分
で

区
切
っ
た
27
の
ナ
ク
シ
ャ
ト
ラ
ハ
ウ
ス

の
ど
こ
に
生
誕
時
の
月
が
あ
る
の
か
を

ま
ず
見
ま
す
。
ダ
シ
ャ
ー
は
特
定
の
惑

星
の
影
響
が
強
く
出
る
期
間
の
こ
と
で
、

生
ま
れ
た
時
の
月
の
位
置（
度
数
）か
ら

始
ま
る
の
で
出
生
時
間
は
正
確
さ
を
求

め
ら
れ
ま
す
。

運
命
の
時
の
流
れ
を
読
み
解
く
ダ
シ

ャ
ー
は
、
人
生
の
出
来
事
が
ダ
シ
ャ
ー

と
（
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
、
ダ
シ
ャ
ー
の
変
化
に
よ
り
人

は
ま
る
で
性
格
が
変
わ
っ
た
か
の
よ
う

な
流
れ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な

お
話
を
橋
本
ド
ク
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の

ダ
シ
ャ
ー
で
お
話
し
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
時
は
残
り
少
な
い
ラ
ー
ジ
ャ

ヨ
ー
ガ
の
土
星
期
ダ
シ
ャ
ー
を
過
ご
し
、

次
は
勉
学
が
出
来
る
ブ
ッ
ダ
ア
ジ
ィ
チ

ャ
ヤ
ヨ
ー
ガ
を
組
む
水
星
期
ダ
シ
ャ
ー

（
ち
ょ
う
ど
学
童
期
か
ら
大
学
ま
で
）、

ケ
ー
ツ
ゥ
期（
専
門
職
の
勉
強
の
時
期
）

と
続
き
金
星
期
ダ
シ
ャ
ー（
対
人
関
係

の
広
が
り
）、
そ
し
て
現
在
は
太
陽
期

ダ
シ
ャ
ー（
社
会
的
な
活
動
が
増
え
る
）

で
、
も
う
す
ぐ
月
期
の
ダ
シ
ャ
ー
を
迎

え
ま
す
。

生
ま
れ
た
時
の
ダ
シ
ャ
ー
、
3
番
目
、

5
番
目
の
ダ
シ
ャ
ー
が
重
要
と
言
わ
れ
、

幼
少
期
が
ど
う
だ
っ
た
か
?�

ど
ん
な
教

育
を
受
け
た
の
か
?�

人
格
形
成
の
ダ
シ

ャ
ー
を
無
視
し
て
鑑
定
す
る
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
橋
本
ド
ク
タ
ー

の
子
ど
も
時
代
は
勉
学
に
取
り
組
め
る

ダ
シ
ャ
ー
で
し
た
。

ま
た
特
定
の
テ
ー
マ
を
細
か
く
み
る

分
割
図
に
つ
い
て
も
お
話
し
し
ま
し
た
。

カ
ル
マ
解
消
は
自
分
自
身
で
行
う
大

切
さ
、
宝
石
処
方
は
し
な
い
こ
と
な
ど

も
お
話
し
し
ま
し
た
。

最
後
に
無
料
で
勉
強
で
き
る
清
水
俊

介
先
生
の
動
画
の
ご
紹
介
と
必
要
な
方

に
届
く
よ
う
に
と
マ
ン
ト
ラ
を
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
考
：
バ
ー
ラ
テ
ィ
ー
ヤ
・
ヴ
ィ
デ
ィ

ヤ
ー
・
バ
ワ
ン
・
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
占

星
術
学
校（
K
N
・
ラ
オ
先
生
が
立
ち

上
げ
た
イ
ン
ド
占
星
術
の
学
校
）

（Institute�of�A
astrology,�Bharatiya�

V
idya�Bhavan,�N

ew
�D

elhi

）の
理
念

世
界
標
準
に
達
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の

教
授
陣
を
擁
し
、
彼
ら
の
献
身
的
な
努

力
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
聖
な
る
知
識

を
授
け
る
だ
け
で
な
く
、
高
い
規
律
を

守
る
こ
と
の
意
義
を
広
め
、
学
ぶ
者
が

ス
キ
ル
に
お
い
て
秀
で
る
だ
け
で
な
く
、

倫
理
に
お
い
て
も
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
で
、

人
類
の
生
活
の
質
的
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

我
々
が
お
こ
な
う
占
星
術
は
、
厳
密

に
古
典
に
の
っ
と
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
グ
ラ
ハ
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
、
宝
石
、

カ
ー
ラ
・
サ
ル
パ
・
ド
ー
シ
ャ
、
な
ど

の
処
方
を
支
持
し
な
い
。

そ
れ
ら
の
処
方
は
、
こ
ん
に
ち
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
広
く
流
布
さ
れ

て
い
る
が
、
ブ
リ
ハ
ッ
ト
・
パ
ラ
ー
シ

ャ
ラ
・
ホ
ラ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
に
は
一

切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。



参
考
書

「
イ
ン
ド
占
星
術
で
見
る
カ
ル
マ
と
輪

廻
転
生
P
A
R
T
Ⅰ
」

「
ラ
オ
先
生
の
イ
ン
ド
占
星
術
シ
リ
ー

ズ
入
門
編
」

以
上　

K
indle

版

「
流
水
り
ん
こ
の
イ
ン
ド
占
星
術
は
深

い
ぞ
～
!
」

金
子
栄
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・�

N
P
O
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

副
理
事

・�

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

医
学
研
究
会　

理
事

・�

日
本
ジ
ョ
ー
テ
ィ
シ
ュ
協
会
メ
ン
バ

ー
・
医
療
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

・
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト

・
気
当
て
診
断
法
N
P
O
認
定
講
師

2
0
0
7
年
よ
り
イ
ン
ド
占
星
術
を

学
び
始
め
、
2
0
0
8
年
よ
り
K
N
・

ラ
オ
先
生
に
直
に
学
ん
だ
清
水
俊
介
先

生
に
師
事
。
以
来
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
イ
ン
ド
占
星
術
を
勉
強
、
研
究
中
。

2
0
1
1
年
、
バ
ー
ラ
テ
ィ
ー
ヤ
・

ヴ
ィ
デ
イ
ヤ
ー
・
バ
ワ
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
の
占
星
術
学
校
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
清
水
先
生
の
通
訳

付
き
で
初
参
加
。

2
0
1
2
年
6
月
イ
ン
ド
占
星
術
の

大
御
所
、
K
N
・
ラ
オ
先
生
の
初
来
日

イ
ン
ド
占
星
術
、
マ
ル
マ
セ
ラ
ピ
ー
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
を
運
営
。

ま
た
同
年
、
10
月
に
渡
印
し
、
マ
ル

マ
セ
ラ
ピ
ー
特
別
特
訓
と
バ
ー
ラ
テ
ィ

ー
ヤ
・
ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
・
バ
ワ
ン
・
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
の
占
星
術
学
校
の
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
。

◆
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

https://npo-iyashi.com
/

所
在
地
：
〒
5
6
6
・
0
0
2
4

大
阪
府
摂
津
市
正
雀
本
町
2
・
5
・
23

（
医
療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と
内
科
外

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
）

電　

話�

0
6
・
4
7
0
3
・
4
4
8
8

F
A
X�

0
6
・
6
3
1
9
・
3
5
4
4

E-m
ail�npo.184.kenkou@

gm
ail.com

◆
J
I
S（
日
本
ジ
ョ
ー
テ
ィ
シ
ュ
協
会
）

https://jyotish-house.com
/profile

https://xn--dckxbb0dvii1m
.com

/

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会
員

13
名
計
25
名
で
し
た　
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図1　ピラミッドのエネルギー

以上の諸研究は、ピラミッドの機能を科学的
に説明する事が出来たとは考え難い事、再現性
に欠ける事、学術論文として報告されていない
事などから、多くの科学者からは無視されてお
り、公認されているとは言い難い。（7）植物の成
長テスト等を筆者らが行った実験結果を見る。
高さ57.5cmのピラミッド模型をアルミパイプで
組み立て、斜面の板は付けないで、キャップ・
ストン（頂上の石）として三角錐の頂上に水晶単

結晶を1個置いた。住宅の北側の部屋の畳の上
に正方形の1辺を磁北に合わせて置き、下から
1/3の高さの位置に、ガラス製シャーレ内に「こ
まつな」の種を36粒置いて、沸騰後に冷却した
水道水を与えてピラミッド・パワーの効果を調
べた。1989年8月に行った結果をみる。（8）コン
トロール（ピラミッドの端から2.5m離す）と比
較すると、ピラミッドの中の（−）グリーン（GE）
の位置では、最大の成長促進効果が現れてい
る。（9）図1のピラミッド模型先端から6度15分
傾いた位置のパイレイ（中実丸印）にも成長促進
効果は現れているが、大きさは（−）GEよりも小
である。（10）経過日数の増加につれて、それら
の効果は増大するが、1週間程度でほぼ飽和す
る傾向がある。しかし効果は比較対象物（ピラ
ミッドの外）と比較して、ほぼ±20%以内であっ
た。以上より、アルミ製ピラミッド模型にも植物
の生長を促進させる機能があると考えられるが、
このままでは、実用化には難いものがある。
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て生ずる熱対流ならびに月や海洋の潮の満ち干
などに依っても電離層内の気体運動は影響をう
ける。水蒸気等をプラズマ化して得た（解離し
た）イオンや電子は、電離層内の電気伝導率を
高め、地球磁場との相互作用に依って地球内に
起電力を生じ（ダイナモ作用）、地球内に誘導電
流を呼ぶことになる。しかし、サイ（気）現象に
及ぼす実験的な詳細は不明のままである。

3）活性化エネルギー測定
「気功水には治療効果がある」等と言われる様

に、水と外気（サイ）とは相互作用のある事が知
られている。蒸留水の自由表面を実験室内の空
気に充分に接触させた（電気伝導率を飽和させ
た）蒸留水をテスト用水とした。これに気功師

（中国、智能功集団のShi師、Cong師、Guan師）
の3名が、別々に、それぞれが15分ずつ、手か
ざし処理を施して気功水を造る。さらに、別に、
2～3種の無誘導巻きコイルに通電してゼロ磁
場を作り、これをテスト用水中に浸して人工的
な気功水を造る。

結果を見ると、これらはほぼ同一の変化量で
あった。サイ（気）の作用に依り、水の電気伝導
率が増加している。恒温水槽の温度を変えた場
合には、温度が高いほどより多量に変化する傾
向があった。そこで、これを熱活性化の速度過
程であるとした。電気伝導率がほぼ飽和する時
間（t-min）と､ その時の温度（T度K±0.5度K）
を求め、活性化エネルギー△Hをもとめたとこ
ろ、（1）△H=32Kcal/mol=1.388eVが得られた。
水分子同士を結合する水素結合は10Kcal/mol
であり、求めたサイ（気）の活性化エネルギーは
これよりも大なので、サイ（気）によって、水の
分子集団の大きさを変える事が出来ると判断し
た。べつに、（2）核磁気共鳴法（MRA）によって
処置水（気功水）の分子集団の大きさを調べた
ところ、サイ（気）によって変化する事が判った。
また（3）処置水（気功水）の赤外線吸収率を測定
したところ、水の分子構造としての結合角度や
結合長さは変化しないで、結合の強さが変化す
る事が判った。つまり（4）サイ（気）によって、水

の分子構造は変化しないが、イオン周りの構造
化した水の分子集団の大きさやその結合状態が
変化する。その為に電気伝導率が変化する、と
考えられた（引用文献：サイ科学Vol.26、No.1、
pp.13−20、DEC,�2004）。なお、求められた活
性化エネルギー△H=32Kcal/mol=1.388eVは、
電磁波の波長でみると近赤外線領域に属するの
で、サイ（気）は非可視である。さらに、サイ（気）
は人の五感では、ふつうは感知出来ない。

4）ピラミッド
エジプトのギザにクフ王のピラミッドがある。

これは、（1）クフ王の墓。または古代のサイ（気）
エネルギーの制御装置である、と言う仮説があ
る。またピラミッドの高さの1/3の位置（下か
ら）にパワーが集中する傾向があるという。ピラ
ミッド模型の筆者らのテスト結果からも、この
傾向は認められている。さらに（2）エネルギー
の強度はX線領域のγ線近くにある（1958、チャ
ンセラー）。我々のPK（念力）テスト結果では、
紫外線領域に属すると推定した（1980代）。ま
た（3）パワーは重力や光や磁力に関係している、
と言う。パトリック・フラナガン（1974）による
と、ピラミッド・パワーには重力的、電子的な
作用があり、これらはプロトン、ニュートロン、
エレクトロンに関係している、と言う。同様に
ジョー・バー（1980）によると、ピラミッド・パ
ワーは月齢（月の満ち欠け）や日照に影響されて
いるという。さらに（4）ピラミッド・パワーは渦
巻き状で存在している（1911、ミカルソン）。ま
た周知の神智学ならびにヒルズは、エネルギー
は渦巻き状の存在であるという。

また（5）ピラミッド・パワーには3種類のエネ
ルギーがある（1975、クリストファー・ヒルズ）
という。これを図1にしめした。ヒルズは30年
余にわたる（体感）研究結果から、（6）（−）GE（グ
リーン・エネルギー）は生命の成長促進作用で、
周囲からエネルギーを吸収する。（+）GEは、成
長阻害作用のエネルギーであり、エネルギーを
放出する、と述べている。　
　



4．まとめ
　このように見てくると水とサイ科学は密接な
関わりがあることが分かる。水は情報の記憶・
貯蔵媒体であると共に伝達媒体の機能も持つと
考えられている。しかしその証拠を掴むことは
なかなか難しい。しかしながらそう考えないと
説明が出来ない、或いはそう考えると上手く説
明が出来る現象はいろいろとある。ところで地

球上では水がないところは少なく、仮に水がな
くても水蒸気は存在する。したがってサイ科学
は十分に活用できる。しかし広大な宇宙空間に
は水がない天体は珍しくないであろう。そのよ
うな天体ではサイ科学はあまり役立たないこと
になる。しかしながらそのような水がない天体
では人間は生きていけない以上サイ科学は必要
ないのである。

● �●

1）サイ（気）とは
生活空間としての4次元世界（3次元+時間）

では、形而下学としての「もの」の科学・技術が
最も進足・発達しているが、これを支える基盤
は形而上学としての「心（意識、無意識）」であ
る。また最近の人工知能（AI）研究では、科学
的に心を造ることを計画しているが、前者と後
者とは「異質」であり、別の世界に属している。
他方、心と物の両者の性質を併せ持つものにサ
イ現象があり、研究としては､ 例えばサイ（気）
科学がある。サイ科学の主要な研究目標は超感
覚（ESP）と念力（PK）であり、前者は心と心が
関係する現象、後者は心と物が関係する現象を
扱っており、これらは超常現象といわれている
が、科学としての心の説明は無いので、ESPも
PKも説明する事は出来ない。未解明な心の科
学評価を進める為にも、サイ（気）の研究が有効
であると考えられる。研究の初期段階としては、
サイ（気）はどんな性質を持つのか、どんな状態
で、どんな条件で存在しているか等を究明する
必要がある。本稿では、できる限り、実験を介
してサイ（気）を求めることにしたい。

2）地球磁場の関係
100年以上も続いた超心理学（SPR、ASPR）

の研究成果の一つとして、地磁気変化がサイ現

象の生起に関係の深い事が判ってきた。（1）超感
覚（ESP）や遠隔視などは地磁気変動が割合に
静かな時に生起しやすい。（2）念力（PK）やポル
ターガイストは局部的な地磁気変動が顕著な時
に生起しやすい。（3）予知は地磁気変動とは無
関係である。これらについて初歩的な検討、推
定をおこなう。太陽風（フレヤ）と地球磁気圏の
関係は大林辰蔵（1070）らによって与えられた。
地磁気は地球半径の5倍以上にも達する大きさ
で天空に拡散しているが、太陽から吹き付ける
てくる高エネルギー・プラズマ流（太陽風）、つ
まり電離した電子や陽子の流れに伴って誘発さ
れる磁気の影響によってある範囲内に閉じ込め
られている。一方、検討によれば、正の要素と
負の要素を互いに干渉（衝突、すれ違い）させ
た場合には、「（+）要素+（−）要素」=0、つまり
ゼロ又は中和ができる。サイエネルギーは、こ
の場（零場）に集積する性質のある事が判ってき
た。太陽風による誘導磁気と地磁気とは互いに
干渉している。地表で観察される磁場は絶えず
変動しており、変動の周期は、1秒くらいの短い
ものから数年以上にもわたる長い周期のものが
あると言う。太陽で爆発が起こると、高エネル
ギーのプラズマ流が放出され、これが地球の磁
気圏と相互作用して短期の磁気あらしを引き起
こす様になる。さらに太陽からの輻射熱によっ

実験値が示すサイ（気）の性質（1）実験値が示すサイ（気）の性質（1）
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なってしまったという。すなわちBODやCOD
が低下した。一切化学薬品を使わず、また微生
物処理も行っていないのにどうしてかという相
談を受けたことがあった。

2．最近の水分野での興味深い動向
最近の水分野での興味深い動向は我々がリ

ラックス状態で発する脳波のα波である7.8Hz
の電磁波を照射した水が植物の成長を促進する
こと。またこの処理した水を飲用すると各種疾
病の治癒効果があることが明らかになって来た
ことである。

2009年ウクライナのキエフ大学のV・I・ヴィ
ソツキー博士ほかが7.8Hzの電磁波を照射した
水について広く深く研究した結果を単行本「活
性水の応用生物物理学」にまとめ発表した。そ
れによると原水に比べ処理水では　1）3倍速く
細胞に浸透する、2）病原性微生物の増殖を抑
制する、3）がん細胞の成長を抑制する、4）免
疫力を高めるなど。このような作用効果を示す
活性水は低温で保存した方が長時間機能が持
続すること、また金属製の容器では機能が失わ
れ易いことなどを述べている。

水に7.8Hzの電磁波を照射することによりこ
のような作用効果が得られるメカニズムについ
てヴィソツキー博士は7.8Hzの電磁波を照射す
ると水分子H−O−Hの結合角104 .5°が108°に
なる。その結果水分子が5個集まり正5角形を
形成することが出来るようになり、正5角形を形
成した水分子体が12枚集合し正12面体を形成
するようになる。水はこのような12面体のクラ
スレートハイドレート構造を形成すると安定化
するとともに12面体内の空孔等も関り情報の保
持・伝達に寄与するようになると言う。

ところで7.8Hzはシューマン波とも呼ばれド
イツの物理学者のV.O.シューマンにより発見さ
れた地球表面と地球を取り巻く電離層との間で
反射を繰り返す極々超波長の周波数のシューマ
ン共振波と一致する。このシューマン共振と同
じ周波数の電磁波にリラックス効果や治癒効果
があると言われたりするが科学的根拠はないと

いう。しかし人類は有史以来この周波数の下で
生まれ生活し進化して来たことは疑いのないと
ころである。したがって我々は多かれ少なかれ
その影響を受けてきていると考えられる。先に
述べた7.8Hzの電磁波を照射した水を飲用する
ことによる疾病の治癒効果は、我々が本来持っ
ていた生体機能が現代の各種外部刺激によりか
く乱された結果生じた疾病と考えると、照射水
の飲用により人体が本来持っていた正常状態に
戻ることによる効果効能と見ることが出来るの
ではないか?

3．意識エネルギー
最近オーブの発生であり生成にも意識エネル

ギーの関わりが指摘されている。サイ科学は意
識エネルギーの存在を認めているので今の科学
で説明出来ない現象をかなり説明できる。山や
海で遭難した時最後まで生き延びている人は何
が何でも生きて帰る、帰らなくてはという思い
の強い人であるという。大きな手術をした人で
一日でも早く退院してやらなくてはならないこと
があるという人は傷の治りが早いという。偽薬
効果と言われるプラシーボ効果はダブルブライ
ンド法でテストしても間違いなく効果があること
が明らかになっている。

我々は太陽光を浴びると瞬時に温かさを感じ
る。太陽光は宇宙空間を通って地球に到達して
いる。宇宙空間は−270℃という極低温であり
太陽から熱そのものが直接伝導して来ていると
はとても考えられない。電磁波である太陽光中
の遠赤外線が地球にやってきて、それを浴びた
我々自身が発熱していると考えないと説明でき
ない。いわゆる輻射熱である。この場合発熱に
最も関わりのあるのは体内の水である。

ところで時折遠隔治療が話題になったりする
が、遠隔治療は正に情報が先方に送られ、そ
の情報を受け取った人が自らの意識エネルギー
で免疫力を高め治癒効果を引き起こしているの
ではないかと考える。丁度太陽光を浴びて我々
自ら発熱するようにである。プラシーボ効果も、
さらには催眠術もである。

●� ●



1．ストレスと活性酸素
近年病気の9割は活性酸素が関係していると

言われている。そしてストレスが活性酸素の大
きな発生源になっていると言う。それにも関わら
ずどうしてストレスで活性酸素が発生するのか、
その発生メカニズムが全く示されないで堂々と
言われたり、使われたりしている。どうしてこう
いうことになっているのか、またどうしてこれで
通っているのか大変不思議に思っていた。最近
になりこの疑問が解けてきたように思う。

現代科学は物質とエネルギーを中心に組み立
てられている。エネルギーには電気エネルギー
を始めとして各種のエネルギーがある。しかし
現代科学では再現性ということを最重要視して
いる関係上、例えばサイ科学会が守備範囲にし
ている気エネルギーのような広い意味での意識
エネルギーは人により時により所により変わっ
てくる可能性があることから対象外にしている。
そのためストレスにより活性酸素が発生すると
までは言えてもストレスエネルギーにより活性
酸素が発生するとは言えないためではないか?�
筆者はストレスエネルギーが生体内の水に作用
し、次の（1）式の水のラジカル解離反応が起こ
り、生体内で最も強力な活性酸素であるヒドロ
キシルラジカル（・OH）が生成すると推測して
いる。

　　　H2O　=　・H　+　・OH　　（1）

我々が放射性元素による放射能を恐れるのは
放射性元素が放射するγ線が生体内の水に作用
し（1）反応が起こり、ヒドロキシルラジカルが生
成し、その強力な酸化力による（2）反応により
たんぱく質始め生体構成成分がやられると疾病
のもとになり、遺伝子まで傷つけられるとがん
発症に繋がったりする。

　　・OH　+　e��⇒　OH−　　（2）

これまでこの（1）反応はγ線のような強力な
エネルギーでないと起こらないと言われてきた。
しかし今から30年以上も前に東北大学の大見
研究室で、超音波処理でこの反応が起こること
が明らかになった。これまであまり言われてい
ないが超音波洗浄ではこの反応が大きく関わっ
ていると考えられる。

ところで水は半導体である。海水でもまだ半
導体である。同じ水を静置しておくと腐る。し
かし動かしていると腐らない。これまで動かし
ていると酸素を抱き込むからと説明されてきた。
しかしその説明だけでは不十分と考える。水は
半導体であり動かすと静電気が発生する。その
静電気により（1）反応が起こると考えると動かし
ていると腐らない理由が説明できる。

かつて静岡県の浜名湖の湖水が汚れた時期
があった。県がメーカーに声を掛け湖水浄化の
コンテストを行った。その時地元のHメーカー
が湖水をポンプを用いて循環していたら綺麗に
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